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異な る 集 団 の身 体 デ ー タ の 特 徴 の 統 合 的 比 較（ その2    )

東 京 家 政 学 院 大家 政　　　　　 川 上　 梅

【 目 的 】　 前 報1  Iで は， 異 な る 集 団 毎 の 平 均 値， 標 準 偏 差， 相 関 係 数 か ら， すべ て の’集団

を 統 合 し た 集団 に対 す る 平 均 値■   標 準 偏 差， 相 関 係数 を 求 め， 主 成 分 分 析 を 行 う 方 法を 展

開し た． 本 研 究で は， そ の 適 用 例 と し てr 日 本 人の 体 格 調 査 報 告 書(19    8   4)     」 Z  ’の

資 料 に 適 用 し， 年 齢 別， 性 別 の 身 体 特 徴 を 明 か に する こ とを 目 的 とし てい･5.

【 方 法 】　 ま ず， 資 料2    ）の0  蔵 か ら5  9 蔵 ま で の 男 女（ 約4    万 人 ） の 身 体 計 測 値1    8 項 目

を 用 い て 解 析 を 行 っ た， 男女， 年 齢 に よ ら ず 一 括 の 場 合 と 性 別年 齢 別 の 場 合 の 解 析を 行 い，

因 子 負 荷 量， 寄 与 率， 主 成 分 値を 比 較 検 討し た． また， 得 ら れる 結 果 に 及 ぼ す資 料中 の 年

齢 毎 の 人 数 の 偏 り の 影響 につ い て 検 討し た， さ ら に， 特 に乳 幼 児 期 及び 成 人 につ いて は多

項 目 を とり あ げ， 各 時 期 にお け る身 体 の 特 徴 の 年 齢 に よ る 変 化 に つ い て考 察を 試 み た.

【 結 果 】　 男 女 一 括 の 主 成 分 分 析（1  8  項 目 使 用 ）で は,   第 一 か ら 第 三 主 成 分と し て，

size factor, 肥 痩 の 因 子 に つ い で， 大 腿囲 及 び 手 の 周 径 に 関 す る 男 女 の 性 差 を 表 す因 子が

抽 出 さ れ た， し かし， 因 子 負 荷 量 を 詳 細 に 検討 す ると， 年 齢 に よ っ て 各 項 目 の 因 子 負 荷量

が 異 な っ て い る， 例 え ば， 頭 囲 がsize の 指 標 に近 い のは， 誕生 直 後 の み で あ る． ま た,   乳

幼 児 期 に お い て は， 肥 満 ■痩 せ の 因 子 に 深 く 関 与 する 身 体 項目 が 成 人 と は 異 な り， 乳幼 児

期 の 中 で も， 成長 と と も に 変 化 す る な ど， 乳 幼 児 特 有 の 特徴 が 観 察 さ れ た．

I ） 家 政 学 会 発表 要旨 集(1990)

2） 日 本 人 の 体 格 調査 報 告 書(1984 ）

D 94 足部形状と足部サイズへのヒール高の影響

聖徳大短大　　 ○大 塚美智子　 三沢 幸江　 菱沼久恵

（目的）足の痛み、 疲労を助長させる大きな要因として、 ヒール高の影響
を挙げることが

できる。 ヒールを着用するとボールウィズは踏み出し部として接地
するか、 その後部は腫

まで角度をもって傾斜することになる。　し かし、J    I  S をはじめ、 サイズ、 ウィ
ズの表示

はプレーンな状態における測定値によるものであり、 足が靴の拘束を受けない状
態でヒー

ル状に傾斜した場合、 足の形状やサイズがどのように変化するかは知ら
れていない。 本研

究ではヒール高の変化にともない、 足部形状、 足部サイズがどのように変化するかについ
て、 靴による拘束を受けない状態でとらえ、 検討を試みた。

（ 資 料、 方法 ）　 被験者 は、23- 58 才 の健康な 女性23 名、 および19 － 20才の短 大生13 名

ある。 計測には、 ボールジョイント部から躇までの傾斜を変化させることのできる、

の足型測定器を用いた。 傾斜角度0°,   7M5 ≒20 °における両足の足型を採取し、 第２
中端、 躇骨中点、 左右ボールジョ イントの４点を記し、 足長、 足幅を測定した。 また

時に、 各傾斜時における足囲ボ ール、 蹟の前傾角度の測定を行っTz。
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（ 結果）1. 足部の傾斜にともない足長は増大し、 傾斜角度20 °では平均4.5iiim増大した。
2. 足幅ではサイズに大きな変化は認められないが、 傾斜角度の増加にともない左右差か
強調された。　3. 第２指先端と左右ボールジョ イントを結ぶ角度は、 傾斜角度の増加に

ともないシャープになる傾向が示された。　4. 傾斜角度の変化にともなう足型輪郭形状
の変化は一定のリズムをもって現れるものではなく、 個人差があり、 これはバランス保残
姿勢の取り方に関係していると考えられる。


